
福井県の皆様へ 
こんにちは！私はセネガル共和国において、青年海外協力隊として

活動している竹本沙織と申します。この度は、多くの支援物資をご提

供いただき、ありがとうございました。 

福井県からの支援物資が任地ンドファン市に届いたのは、1月 22

日のことです。箱の中には支援物資に加え、福井県の皆様からの心の

こもったメッセージが入っており、とても温かい気持ちになりました。

本当に感謝の気持ちでいっぱいです。 

物資を受け取り、早速分配作業を行いました。今回、多くの物資を

いただいたので、主な活動先であるンドファン市内の小学校 6校に加

え、ときどき巡回している近隣村落の小学校４校にも配布することが

できました。ある学校では、校長先生が 1クラスずつ説明に回ってく

ださり、私の出身地から提供されたこと、提供してくれた人の気持ち

がこもっていることなどを子どもたちにわかりやすく伝えてくださ

いました。子どもたちは、とても嬉しそうにしており、はやく図工が

したいと言う子が増えたように思います。授業の効率もぐんと良くな

り、以前と比べて授業の幅が広がりました。また、いただいた支援物

資の一部は、今後実施予定である絵画コンクールの景品にもさせてい

ただこうと考えています。 

ではここで、支援物資を使用して行った図工の授業の様子を紹介いたします。 

 

Ndoffane 1 ～花を咲かせよう～ 

端切れを切って、のりで貼ったら、花のコラージュの出来上がり！完成後は壁に掲示しました。 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 



Ndoffane 3 ～節分～ 

日本文化紹介として、豆まきをしました。自由帳の紙で紙コップを折り、その中に落花生をいれました。

掛け声を練習している間に鬼役の先生が登場！子どもたちだけでなく先生方も楽しんでおり、とても盛

り上がりました。 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ndoffane４ ～扉の中には…？～ 

家のデッサンをし、扉部分を切り抜き、家の中にあるものを想像しました。猫、家族、牛、鳥など色ん

なアイディアがでてきました。クレヨンを気に入った子が多く、大喜びでした。子どもたちの持つ、カ

ラフルな色のセンスには驚きです！ 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

鬼は外！福は内！ 



 

Ndoffane 5 ～はじき絵～  

クレヨンと絵の具で、魚のはじき絵をしました。初めて使う画材に、子どもたちは興味津々でした。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ngondy ～顔のデッサン～ 

初めてデッサンの授業をした 1年生のクラスです。紙いっぱいに、思いっきり描いていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

続いて、3月 3日に実施した先生方向けの、ピアニカのミニ講習会の様子について紹介させていただき

ます。今回の支援物資で、ピアニカを１６台提供していただきました。希望数を上回る台数をいただい

たこと、感謝申し上げます。これらのピアニカは、各学校でミニ講習会を実施した後、各学校に１台ず

つ（規模の大きい学校には２台）寄付させていただきます。 

音楽の授業で、ピアニカが今後も継続して使用されるためには？と考えたところ、ミニ講習会を実施

するのが良いのではないか、という考えに至りました。そこで、まずはンドファン市近隣村落のNgondy

小学校に勤務する 4 名の先生を対象に行いました。この学校の先生方は、以前からピアニカに興味を持

っており、習得を希望されていました。先生方は初めてピアニカに触れるので、まずはホースの付け方、

息の入れ方を説明しました。そして、自由に音を出してもらい、楽器に触れる時間をとりました。音階

を知っている先生がいらっしゃったので、その先生に現地語での説明をサポートしてもらいました。鍵

盤が右に行くほど音が高くなり、左に行くほど音が低くなることも分かってもらえたようです。そして、

この学校の先生たちがよく歌っているセネガルの歌を練習しました。黒板に音名を書いたのですが、そ

れを見て必死に練習する姿が印象的でした。1時間ほどの講習を通して、全員の先生がゆっくりの速さで

演奏できるようになりました。講習を始める前、先生たちは「難しいよ。複雑だ。」と、ためらっていま

したが、講習を終えたときには、「やってみたら思っていたよりも簡単だった。もっと練習して上手くな

りたい。」、「ピアニカを寄付してくれて本当に嬉しい。ありがとう。」とおっしゃっていて、その言葉が

とても嬉しかったです。 

今回の講習で先生たちが得たものがこれっきりにならないよう、定期的に巡回しフォローしていきま

す。また、他の小学校でも同様のミニ講習を実施予定でいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回、福井県の皆様から頂いた支援物資が、今後も大切に使用してもらえるよう、管理していきたい

と思っております。残りの任期はわずかですが、今の自分にできることに精一杯取り組んでいきたいで

す。 

最後に、担当してくださった国際交流会館の皆様を始め、ご協力いただいたすべての方に感謝申し上

げます。本当にありがとうございました。 

 セネガル共和国 カオラック県ンドファン市 

平成２６年度２次隊 小学校教育 竹本沙織 

自由に音だしをしています。 黒板を見つめる目は真剣です。 


